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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語と中国語で同じ形を持ちながら、品詞の違いがある二字漢語（例：
「犠牲」）に注目し、その学習上の困難さを明らかにすることを目的とした。研究期間中に、既存のコーパスに
加え、中国語の書籍を用いた独自のコーパスを構築し、語彙の使用実態や品詞の分布を詳細に分析した。その結
果、品詞対応の異なるパターンを抽出し、頻度や共起情報を用いた分類により、「日中同形二字漢語 品詞距離
語彙表（名詞・動詞）」を作成・公開した。また、学習者の習得難易度を検証するためのアンケート調査の設計
と協力者の確保も完了しており、今後の調査結果に基づく語彙指導の改善や教材開発への貢献が期待される。

研究成果の概要（英文）：This study focused on two-character Sino-Japanese words that share the same 
written form in Japanese and Chinese but differ in part of speech (e.g.,“犠牲”), aiming to clarify
 the difficulties they present for language learners. During the research period, in addition to 
using existing corpora, I constructed an original corpus based on Chinese publications to analyze 
the usage patterns and part-of-speech distributions of such words in detail. As a result, I 
identified distinct patterns of part-of-speech mismatches and, through classification using 
frequency and co-occurrence data, compiled and published the Japanese-Chinese Two-Character Cognates
 Part-of-Speech Distance Word List (Nouns and Verbs). I also completed the design of a questionnaire
 to assess learners’ perceived difficulty and secured participants for future surveys. These 
outcomes are expected to contribute to improved vocabulary instruction and the development of more 
effective learning materials.

研究分野：コーパス言語学

キーワード： 日本語教育　日中同形語　二字漢語　誤用　多変量解析　品詞性　コーパス　形態素解析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、日本語と中国語における文法的な違い、特に品詞のずれに着目し、それらを体系的に整理するととも
に、学習者がどのような誤りをしやすいかを予測するモデルの構築を行った。さらに、対照言語研究に統計的手
法を応用し、教育現場で実際に活用可能な語彙表や教材の開発にもつなげた点で、日本語教育・中国語教育の両
分野に理論的・実践的な意義を示した。従来は日本語の解析に偏りがちであった日中対照研究において、中国語
の形態素解析器を導入し、両言語のデータを同時に処理・分析することで、新たな視点を提示したことは、本研
究の大きな成果であり、今後の多言語教育や言語間比較研究の発展に資する社会的意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本語と中国語には、いわゆる「同形語」が多数存在する。これらは学習者にとって意味理解
の助けとなる一方、語によっては両言語間で品詞性が異なり、誤用や過少使用の原因となること
が指摘されている。例えば、「犠牲」は、日本語では名詞のみで用いられるが、中国語では動詞
としても使用されるため、「彼女を犠牲した」のような誤用が、中国語話者において母語干渉に
より生じやすいと考えられる。 
従来の誤用研究では、学習者の作文などに現れた誤用を類型化する方法が一般的であったが、
この手法では偶然出現した語しか分析することができず、習得困難語を体系的に把握すること
が困難であった。したがって、中国語母語話者にとっての習得困難語を統計的に抽出し、日本語
教育に資する形で整理・提示する必要性が高まっていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日中両言語に共通する同形二字漢語のうち、品詞性が一致しない語（以下、
習得困難語）を抽出・分析し、難易度付き語彙表として整理することである。具体的には、日中
で品詞対応が異なるパターンを決め、これらのパターンに属する語彙を大規模コーパスから抽
出し、アンケート調査により習得難易度を検証した上で、研究成果を語彙表として公開するとい
う、4つの段階的な目的を設定した。 
 
３．研究の方法 
日本語のデータには「現代日本語書き言葉均衡コーパス（Balanced Corpus of Contemporary 
Written Japanese: BCCWJ）」を、中国語のデータには「台湾中央研究院現代漢語均衡コーパス
（Academia Sinica Balanced Corpus of Modern Chinese: SINICA）」を使用した。ただし、中国
語のデータはやや不足しているため、今後は独自に構築した中国語コーパスのデータを追加し、
精度の向上を図る予定である。 
分析対象に関して、まず両コーパスから同形の二字漢語を使用頻度順に抽出し、意味が対応し
ない語を除外した上で、約 1,000 語に限定した。なお、文字形の差異（例：「悪／惡」など）は
考慮に入れず、これらの文字が含まれても同一語として扱った。 
次に、各語については、コーパスに付与されたアノテーション情報に基づき、名詞および動詞
として使用される頻度と比率を算出した。その上で、両言語における品詞使用の相違を数値化す
るため、コサイン類似度およびユークリッド距離によって評価した。コサイン類似度が小さい、
またはユークリッド距離が大きい語ほど、両言語間での品詞性のずれが大きい語（すなわち母語
干渉が起きやすい語＝習得困難語）と見なした。 
なお、SINICA においては、同一の語であっても文脈に応じて名詞や動詞といった品詞情報が
明示的に付与されている一方、BCCWJ では、例えば「名詞-普通名詞-サ変可能」のように、当該
語がその文脈において名詞として用いられているのか、あるいは動詞として機能しているのか
といった情報がアノテーションには反映されない仕組みとなっている。そこで日本語側では、共
起語の品詞情報を手がかりに品詞を推定する自動判定プログラムを作成した。判定条件は村木
新次郎『日本語の品詞体系とその周辺』（ひつじ書房，2012）に基づき、対象語の直後に現れる
語の品詞が「助詞-格助詞」である場合は名詞、「動詞-非自立可能」でありかつ語彙素が「為る」
である場合は動詞と判定した。 
このような方法により、従来の辞書ベースまたはパラレルコーパスに依存した研究では得ら
れなかった、言語使用実態に基づいた日中同形二字漢語の品詞差に関する定量的分析が可能と
なった。 
 
４．研究成果 
本研究の最大の成果は、日本語と中国語に共通する同形二字漢語において、両言語間で品詞性
が異なる語彙を大規模コーパスに基づいて客観的に抽出し、それらの語彙について品詞対応の
ずれを数量的に可視化した点にある。従来の研究では、辞書記述に依拠した品詞判定が主流であ
り、実際の用法頻度や文脈における使用実態を十分に反映できないという課題があった。これに
対し、本研究では「現代日本語書き言葉均衡コーパス」および「台湾中央研究院現代漢語均衡コ
ーパス」といった大規模コーパスを用い、語の共起情報を手がかりとして、品詞の実態を統計的
に推定する手法を導入した。 
その結果、各同形語について、両言語における品詞使用の頻度と割合を明示することが可能と
なり、さらにコサイン類似度とユークリッド距離といった数量的指標を用いることで、品詞性の
ずれが大きい語を体系的に抽出・提示することができた。具体的には、例えば日本語では主に名
詞として用いられるが中国語では動詞用法が優勢な語、またはその逆の語を分類し、両言語間に
おける品詞対応の相違を客観的かつ視覚的に示すことが可能となった。 
この成果は、単なる語彙対照研究にとどまらず、特に中国語母語話者を対象とした日本語教育
において、誤用予測や教材開発への応用が期待される。実際に、本研究では、品詞対応のずれに



着目した「日中同形二字漢語品詞距離語彙表（名詞・動詞）」を Excel 形式で整理し、各語彙に
ついて上述のコサイン類似度とユークリッド距離といった指標を付記している。これらの指標
は、習得難易度の指標ともなり得るため、誤用が生じやすい語や、一方の用法の習得が困難な語
を体系的に特定することが可能となり、教育現場において有用な資料として活用できる。以下の
表 1に、コサイン類似度が特に小さい（すなわち品詞性のずれが大きい＝習得難易度が高い）語
の上位 30 語を示す。なお、語彙表全体は研究代表者の個人ウェブサイト（https://kenjima.net/）
にて公開している。 
 

表 1 日中同形二字漢語品詞距離語彙表（名詞・動詞）上位 30 語 

対象
語 

日本語 中国語 コサイ
ン類似
度 

ユーク
リッド
距離 

名詞
頻度 

動詞
頻度 

名詞
比率 

動詞
比率 

名詞
頻度 

動詞
頻度 

名詞
比率 

動詞
比率 

犠牲 2083 4 0.998  0.002  28 457 0.058  0.942  0.063  1.330  

関心 4516 38 0.992  0.008  79 1125 0.066  0.934  0.078  1.310  

携帯 2704 278 0.907  0.093  1 233 0.004  0.996  0.107  1.276  

捜査 1258 147 0.895  0.105  1 29 0.033  0.967  0.150  1.219  

判決 1373 29 0.979  0.021  32 232 0.121  0.879  0.158  1.214  

需要 2078 18 0.991  0.009  883 4086 0.178  0.822  0.220  1.151  

宣言 306 1241 0.198  0.802  148 0 1.000  0.000  0.239  1.134  

犯罪 2112 5 0.998  0.002  108 400 0.213  0.787  0.263  1.110  

所有 354 1375 0.205  0.795  3672 87 0.977  0.023  0.272  1.092  

告白 322 1088 0.228  0.772  34 0 1.000  0.000  0.284  1.091  

呼吸 1153 224 0.837  0.163  44 335 0.116  0.884  0.317  1.020  

監督 1752 324 0.844  0.156  64 325 0.165  0.835  0.368  0.961  

雇用 1259 411 0.754  0.246  9 114 0.073  0.927  0.384  0.963  

由来 369 883 0.295  0.705  89 0 1.000  0.000  0.386  0.997  

勤務 441 1011 0.304  0.696  73 0 1.000  0.000  0.400  0.985  

参考 4058 15 0.996  0.004  326 742 0.305  0.695  0.406  0.977  

交渉 1762 553 0.761  0.239  9 70 0.114  0.886  0.419  0.915  

合計 743 344 0.684  0.316  0 138 0.000  1.000  0.420  0.967  

医療 1685 0 1.000  0.000  495 939 0.345  0.655  0.466  0.926  

答弁 1015 269 0.790  0.210  3 13 0.188  0.813  0.467  0.853  

旅行 1662 489 0.773  0.227  103 506 0.169  0.831  0.468  0.854  

取材 1360 628 0.684  0.316  7 108 0.061  0.939  0.477  0.881  

貢献 549 1564 0.260  0.740  600 105 0.851  0.149  0.489  0.836  

検査 2348 620 0.791  0.209  244 914 0.211  0.789  0.496  0.821  

散歩 1072 616 0.635  0.365  2 166 0.012  0.988  0.509  0.881  

連絡 3931 2088 0.653  0.347  7 127 0.052  0.948  0.517  0.850  

準備 3054 1433 0.681  0.319  207 1939 0.096  0.904  0.518  0.826  

治療 3720 641 0.853  0.147  570 1437 0.284  0.716  0.521  0.805  

議論 4515 1409 0.762 0.238 20 72 0.217 0.783 0.543 0.770 

掃除 967 633 0.604 0.396 0 53 0.000 1.000 0.548 0.855 

 
表 1 に示したように、「犠牲」は今回調査対象とした同形二字漢語の中で、日中間における品
詞性の相違が最も顕著な語であり、これに「関心」「携帯」が続く結果となった。特に「犠牲」
「関心」「判決」などは、日本語においては名詞用法が圧倒的であるのに対し、中国語では主に



動詞として使用されていることが確認された。すなわち、「犠牲にする」「関心を持つ」「判決を
下す」といった日本語表現が、中国語母語話者によって「犠牲する」「関心する」「判決する」と
いった形で誤用される可能性が高く、母語干渉による影響が強く示唆される結果となった。一方、
「宣言」「由来」などはその逆に、日本語では動詞用法が一般的であるのに対し、中国語では名
詞用法が優勢である。このような語については、「宣言する」「由来する」といった表現の産出が
中国語母語話者にとって困難となることが予想され、過少使用のリスクが高い語であると考え
られる。 
本研究は、大規模コーパスと統計的アプローチを基盤とする方法論を採用しており、その成果
は今後、AI 技術や語彙教育支援システムなどの分野への応用が期待される。特に、コーパス処
理を通じて構築された品詞推定モデルは、半自動的な語彙分類や誤用予測への展開が可能であ
り、今後は意味的ずれも含めた多角的な分析を進める予定である。 
また、従来の日本国内における日中対照研究では、日本語の形態素解析に比べて中国語解析の
知識や技術が相対的に不足しており、両言語の形態素解析データに統計的手法を同時に適用し
た研究は限られていた。本研究では、中国語形態素解析器の導入を通じて、こうした研究環境に
新たな視点を提供した点にも意義がある。 
以上のように、本研究は、言語使用実態に基づく新たな視点と分析手法を提示し、日中対照研
究、日本語教育、応用言語学の分野に対して、理論的かつ実践的な貢献を果たすものである。 
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